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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ 「東久留⽶歴史散歩（⼆）⼤円寺板碑（⼩⼭町⼆丁⽬）」

⼤円寺は天台宗のお寺で総本⼭は滋賀県の⽐叡⼭延暦寺

です。お寺は東久留⽶市役所から徒歩で七分程度の⾄近距

離にあります。天⻑年間（824―34）に慈覚⼤師によって建

てられたと伝えられています。

きょうは、ここにある板碑（いたび）を⾒学してみました。

⼤円寺には⼆⼗近くの板碑がありますが、なかでも「南無阿弥

陀仏」の六⽂字の刻まれた⽉待（つきまち）板碑は東久留⽶

市の指定⽂化財となっています。⽉待板碑は永正⼗三年

（1516）に建てられ⼆⼗四名の連名があり、藤次三郎などの

武⼠らしい⼈や、妙春・妙永などの⼥性らしい⼈の名前も⾒ら

れます。

板碑は本来先祖供養のために建⽴した塔婆の⼀種で、その

起源はインドの仏舎利塔にあるとされています。板碑は関東に

多く⾒られますが、特に埼⽟県に多いとされています。秩⽗や荒

川の上流で産出される緑泥⽚⽯を⽤い、板状であるために板

碑と呼ばれています。

鎌倉時代に地⽅豪族や僧侶によって多くは建てられましたが、

板碑の特⾊は頂上に⼭形を作り、その下に⼆段の切り込み

（⼆条線）と額部を作り、⾝部は上下に広く作られ、上部に

供養の対象となる本尊を仏像や梵字であらわされ、下⽅には建

⽴者や建⽴の年⽉が書かれています。

板碑は多くの⽂字を刻むために⾝部が広くなっています。建て

られた⽬的は死者の菩提を弔うためとされましたが、加⼯しやす

い半⾯、⾵化や衝撃に弱いとされました。板碑は東久留⽶市で

は⼤円寺以外にも宝泉寺、多聞寺、⽶津寺でも⾒ることがで

きます。

東久留⽶市ではありませんが、板碑として有名なものとして元弘

の板碑が東村⼭市の徳蔵寺にあります。この板碑は新⽥義貞の鎌倉攻めに出陣した義貞家⾂の⻫藤三郎ら三⼈

の戦死者の名前が刻まれた板碑です。この板碑により合戦を伝えた太平記の内容の信憑性を裏づける貴重なもの

になり、⼤正三年（1914）に国宝の指定を受けました。徳蔵寺は東久留⽶からあまり遠くないため⾒学をおすす

めします。

⼤円寺はかつて⼩⼭村の中央に位置して⺠衆の信仰を集めていたと思われます。境内には本堂を中⼼にして、

正⾯には⼭⾨があります。⾨前には庚申供養塔、⾺頭観⾳塔や地蔵菩薩などの⽯造物が並んでおり、板碑の⾒

学とともにそれらを⾒ることもおすすめしたい。
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